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    年下の彼は、かなり生意気

    　

    神埼たわ

    　

    「竹本草子さんですよね」

    「そうですが？」

    「ちょっと、お話があるんですけど」

    アラサーＯＬである私の前に、突然現れたやけに尖がった女。

    何者……？

    悔しいけど、このお肌のツルリン具合から想定すると、このお局よりは二、三歳は若くて、しかも結構美人だったりする。

    サラサラのロングヘアは、いかにも高価なトリートメントの愛用を自慢しているようだ。

    実はそれが、妙に憎たらしい。

    「あの、話って？　私、あなたのこと、全然知らないんですけど」

    「でしょうね」

    　しかもやけに、上から目線。

    　余程自分に、自信があるらしい。

    　ということは……？

    「もしかして、何かの勧誘ですか？」

    　

    　

    最近、世の中に不況が続いているせいか、良くあるのよね、この手の超強引セールス。

    見てよ、この女の目。

    まるでもう獲物をゲットしたように、レーザー光線を出して燃え盛ってる。

    確かに、ここまでの全貌を透視しているこのお局だから、少しぐらい話を聞いてあげてもいいんだけど。

    ただ許せないのは、私のようにちょっぴり行き遅れ気味だけど、まだ自分を諦めてないＯＬを、集中的に狙ってくること。

    『リゾートホテルの無料宿泊券が当たりました！　おめでとうございますぅ！』

    などと、思わずパクリと飛びつきそうな殺人ゼリフを武器に、のっそりと近づいてくるのだ。

    で、ＶＩＰ待遇だの、特別会員だのと天まで昇らされたあげく、喜んで辺鄙へんぴな山だの海だのに行ってみると、

    『どうですか？　ここの景色と空気。癒されませんか？』

    『まあ、ね』

    『普段、都会で輝いてらっしゃる竹本さんのような女性に、ぴったりの物件です。只今、大変お安くなっておりまして……』

    『はあ』

    『竹本さんだけですよ、僕が個人的にこの情報をお教えするのは』

    と、突然登場したイケメン営業マンに迫られたりする。

    ウインクのひとつも投げられ、手まで握られて、それなりのムードを演出されてご覧なさいよ。

    リゾートマンションと名前のついた、ただの地方のハイツってのが、やけに魅力的に思えてくる。

    そして、いかにも手出しできそうな頭金とローンのプラン……。

    これが、この歳まで地味地味働いて、小金を貯め込んできたアラサーＯＬのツボに、ズボリッとハマったりするのだ。

    どうせ結婚する予定もないんだから、自分にご褒美をあげなくちゃ、とか？

    私だってたまには、景色のいい場所で自分磨きをしてもバチなんてあたらないわ、とか？

    なんて、バカな考えに走らせてしまう。

    プラス、最悪なパターンとしては、そのイケメンに向かって、

    『○○さんて、結婚してますか？　彼女、いるんですか？　理想のタイプの女性は？』

    なんて、吐いちゃうこと。

    そしたらもう、ジ・エンド。

    『彼女なんて、いませんよ。僕の理想のタイプは、竹本さんです』

    『私なんて、何の取り柄もないのに、どうして？』

    『僕、外見を気にし過ぎる女性は苦手なんです。中身がしっかりある人でないと。つまり、竹本さんのような』

    と、これが殺し文句！

    『そ、そんなぁ』

    『もう僕には、あなたしか見えません』

    この時点でふわふわと、浮いたような気分であるならば、購入契約書に印鑑を押したのも同然……。

    『竹本さんがここのオーナーになったら、ちょくちょく遊びに来てもいいですか？』

    『どういう意味です？』

    『もちろん、そういう意味ですよ』

    『え？』

    『お土産は何がいいかな？　燃えるような赤ワインに、キャビアとこだわりのチーズ？』

    『お、美味しそうだけど……』

    『僕には竹本さんの唇の方が、格段に美味しそうですけど……ちょっと、味見してもいい？』

    『え？　もしかして、キスってこと？』

    『キスだけじゃなくて、その先もお望みとあらば……？』

    『……』

    『……』

    『いやん、ダメよ、これ以上は。そんなところに手を入れちゃ、あんっ……気持ち、い、いっ……』

    『感じるなら、もっとしてあげますよ』

    『私には佐伯君という、年下のカレが……。んっ、そ、そこの敏感なポイントは、良すぎるぅ……うふぅんっ……』

    って、ことに、なったりして？

    　

    ……な、何考えてんの!?

    ったく、もう！

    しっかりするのよ、竹本草子！

    あんたには、モデルのような社内一爽やかなイケメン、しかも親が金持ちなだけじゃなくて、エッチまで上手い年下のカレ、佐伯君がいるじゃないの！

    初体験から引きずっていた不感症を見事にカバーし、絶頂が味わえるレベルにまで引き上げてくれたのは、誰？

    うつうつとしたＯＬ生活から救い出してくれた、白馬に乗った王子様でしょ？

    ちょっと横顔がジャニ系だからだとか、いくら好みのアイドルＳ君に似てるからといって。

    ダメだよ、浮気しちゃ！

    誘惑に負けるな、年上女！

    佐伯君は、このアラサーＯＬ竹本草子には、札束でお釣りがくるほど、イケてるんだから。

    そんな口先だけの、浮ついた営業マンに騙されたら、罰が当たるよぉぉぉ！

    ……って、妄想しすぎ？

    ……この人、間違いなく女、だよね……。

    　

    　

    「え……っと、ところで私に、どんなご用件が……？」

    良くみると、メイクも派手なこの美人は、少し溜めたように言った。

    「……亮介と、別れてもらえませんか？」

    「はい？」

    「だから」

    「亮介って、まさか……さ、佐伯君!?」

    「そうです、別れてください、お願いします！」

    「あ、あの……」

    「私には彼が、どうしても必要なの」

    「私にも必要で……というか、突然なので、何とお返事していいか……」

    「でしょうね」

    「何か、複雑な事情がありそうですけど……」

    「ま、一応」

    「って、あなた、いったい何者……!?」

    　

    　

    古い昔から女の勘は、食中毒よりもズバリと当たるというけれど……。

    どうも最近の私と佐伯君、二人の恋愛周波数は微妙にすれ違っている気がしてた。

    この見ず知らずの、尖がった女が私を訪ねてきたのも、未来への悲惨な前兆かもしれない……。

    　

    ちなみにこれまでの私たち、つまり佐伯君とお局ＯＬ竹本草子の経緯をザッと説明すると……。

    突然会社の備品室で、バックから大きな胸をガバガバと揉まれた私は、そのまま襲われて付き合いだした。

    カレの女性問題で、私が別れたいと言いだしたときも、その誤解を解くため、真昼のオフィスでぶちゅりとキス！

    で、カレは子供のいない社長の姪っ子で、どうやら時期後継者、次の社長候補らしい。お父様は専務だし。

    つまり外見がいいだけでなく、完璧なサラブレッドというわけだ。

    普通の女なら、玉の輿に乗れると両手を上げて喜ぶも……。

    これまでのいささか長いＯＬ生活で、男女の醜い有様を腐るほど見てきたこのお局の、勘と経験から冷静に分析すると……。

    そんな三拍子イケてる年下のカレが、胸がちょっとでかいことぐらいしか長所のない私と、結婚するはずがない。

    もしかして、遊ばれてる？

    よくある、エッチだけが目的っての？

    えぇーいっ！

    惨めに捨てられるくらいなら、せめて最後のプライドを、トラクターでも借りて強引に全面に押し出しつつ、こっちから離れてやる！

    と、そんなこんなで、沈みかけた太陽のように落ち込んでいたら、突然カレが両親に紹介したいと言ってくれたのだ。

    生意気にも私と結婚、したがってたりする？

    だからもう、嬉しくて嬉しくて。

    ルンルンルンッ♪。

    背中に羽が生えたかと錯覚するほどに、舞い上がってしまった、けど……。

    未だ、ご両親にお会いできそうな気配はない。

    お母様は長期の海外旅行に出かけちゃっただの、お父様は休日にゴルフの約束が入ってしまっただの、と。

    佐伯邸にお邪魔する日は、延び延びになっている。

    ま、こんな賞味期限切れのお局ＯＬを、自慢のひとり息子の嫁に迎えたい親は、地球の裏まで探してもどこにも存在しないよね。

    わかってますよ、わかってますって。

    私だって、反抗期真っ盛りの、思春期を迎えた中学生じゃないんだから。その辺の親心ってのは……。

    でも江戸時代じゃないんだし。

    完全にＮＧというのは、ひど過ぎない？

    それにもし絶対にダメなら、イケメンだけど責任感のあるカレが、ここまでこの厄介なお局を引っ張るはずもない。

    と、都合の良いように解釈し……。

    それなら、根比べだ！

    ご両親が私でも仕方ないと、人生をお諦めになるまで、ズズズイーッと待ってやろうじゃないの。

    と、佐伯君への催促をグーッと我慢していたら……。

    あらららら、いつしか佐伯邸ご訪問の話題は、私たちの間で自然消滅していた。

    実はこれには、アラサーの私の全身の水分が抜けた。

    脱水症状が何日も続き、ついには天日干しの乾物になるほど、ガックリしてたりする。

    だけど、佐伯君には言えない……。

    とにかく、貴公子のような年下男と付き合うと、一見いいようだけど苦労も絶えないと、私は主張したいのだ！

    意外にも、大変です……。

    プラスここ最近は、カレの仕事が忙しくなったこともあって、前のように頻繁には会えなくなっていた。

    　

    　

    で、この前会えたときは、ちょうどアノ日でエッチができなくて……。

    私は、前からずっと行ってみたかった、表参道にあるパンケーキ屋さんに佐伯君を連れ出した。

    すると、すごい行列。

    「まさか、待つの？　草子さん」

    と、うっとうしそうな佐伯君。

    「ダメ？」

    って、必殺四十五度の上目使いで可愛く言ったのに、

    「店内の座席数、この列の長さから推測すると、ザッと三十分はかかりそうだ」

    と、予言された。

    「そ、そう、かな」

    「俺、そこのカフェでお茶して、その頃また戻ってくるよ」

    「えっ？」

    などと、生意気なことを当たり前のように言ったりする。

    まさか、置き去りにする気？

    アラサーともなると、ずいぶん昔より気が長くなったのか、私的には全然待ってもＯＫな行列の長さだったのに……。

    「ねぇ、でももし、早く順番が来たら？」

    「そのときは携帯に、電話すればいいじゃん」

    そうかもしれないけど……。

    周りを見ると、いちゃいちゃくちゃくちゃ……。

    指をツンツンしながら、軒を並べたように列を作るホットなカップルたち。

    やりたいよぉ、私も。こんな恋人同士のような景色。

    でも……。

    ここまでカレに拒否られたら、諦めるしかない。

    やっぱり、少しでも一緒にいたいし。

    三十過ぎてからは余り使いたくない単語だけど、これって間違いなく乙女心ってやつ……。

    「じゃあ、いいよ。また今度、ひとりで来るから」

    「そ？」

    ちょっと言ってみただけなのに、簡単に承認され、また譲ってしまった。

    結局アノ日だったソノ日は、パンケーキという目標にも到達することなく……。

    行き当たりばったりでイタ飯に入り、パスタでサクッと夕飯を済ませてしまった。

    　

    　

    そして、アノ日でもない昨日……。

    私たちのデートは、ご存じの人も多いかもしれませんが、ほとんどがワンパターンで。

    猫のミー子と二人暮らしの、こじんまりとした私のワンルームに佐伯君がやってきて、ご飯を食べることから始まり、エッチで終わるという濃厚なコース。

    私的には、もっと別のデートも楽しみたいのだが、意外と内向的でおっぱいフェチのカレが、これを非常に好むのだ。

    もちろん、エッチだけが目的ではないと主張しつつ……。

    そして私も、実は内緒にしてるけど、決して嫌いではない。

    「ね、今日はゆっくりできるんでしょ？」

    「ん、まあ」

    わかっているから、美味しい物をいっぱい作ったのよん。

    大急ぎで一足先に会社を出て、地元のスーパーでマジンガーＺのようにガンガン買い物をし、準備万端整えた。

    ただただ、佐伯君の喜ぶ顔が見たい一心で。

    「これも食べて、お豆腐のサラダ。ドレッシングの本、買って、作ってみたの。私たちのデートコースがいつもワンパタだから、せめてグレッシングぐらい飽きないように、毎回替えようと思って」

    「ん」

    あれ？

    いつもなら、私の嫌味まじりのジョークには、必ず完璧なツッコミを入れてくるのに……。

    そういえば、本日の佐伯君の表情は硬い。

    何か心配事でもあるのだろうか。

    久々に密室で、二人きりだというのに……。

    　

    そして、突然佐伯君は切り出した。

    「実は、まだ決定じゃないんだけど……今度部署、換わるかもしれない」

    「え？　そうなの!? どこに？」

    「海外事業部。課長として」

    「へーぇ、すごいじゃん」

    私は若干の驚きを残し、小さなダイニングテーブルを挟んでカレを見た。

    この若さで課長になったのは、喜ぶべきことだけど。

    超コネ入社だし、普通と言えば普通。味方によっては遅いぐらいなのだ。

    それより離れ離れになって、また一緒にいる時間が減る方が嫌だ。

    「会社としては、これから輸出にも力を入れたいみたいなんだ」
全く感情を揺らすこともなく、平然と会社の方針を語るこの年下男が、ちょっぴり憎らしい。

    だから私も、能面状態をキープしつつ、

    「ぴったりじゃない、佐伯君、英語もできるんだし」

    「ん」

    「それならお父様と叔父様の、ご期待に添わなくちゃね。頑張ってよ」

    「ああ」

    「でも良かったね。課長だなんて、その若さですごいよ、おめでとう」

    「どうせコネだって、思ってるんだろ？」

    何でわかったんだろ……。

    もしかして傷つけた？　ヤバッ……。

    「そ、そんなこと、ないよ。それにコネだって、運と実力のうちっていうじゃない。素晴らしい、ブラボー、バンザーイッ！」

    と、賛美の言葉を安売りして、見た目より繊細なカレを慰めるしかない。

    私はマズい空気に、ご飯をパクリと口の中へと放り込んだ。

    「ふーん、そうきたか……」

    「何が？」

    「少しぐらい、『君が出世するのは嬉しいけど、離れ離れになって、私は淋しい』とか、言えないのかよ」

    「は？　だって、同じビルの、同じ会社だよ」

    「だから、可愛くないんだよ、草子さんは」

    「年上女つかまえて、可愛いって何よ。だいたいねぇ……」

    　

    私にはもったいないほどのカレをゲットして、ここまで付き合ってこられた、とっておきの秘訣……。

    それは決して、自分の心情を暴露しないことだ。

    つまり、醜いヤキモチは焼かず、アラサーのゆとりをかもしだしながら、佐伯君を手の中で泳がしておくこと。

    この鉄則を自分への十字架とし、私なりに細かい微調整と努力を重ねに重ねてきた。

    でもホントは……。

    不安だらけで、ヤキモチだって焦げて炭になるほど焼いている。

    しかし竹本草子が、こんなに容器の小さな年上女だってバレたら最後で。

    きっと、佐伯君の妄想が七割以上入った私の魅力は、半減してしまうに違いない。

    だから私は、常に突っ張ってきたのだ、けど。

    只今、そのゲームの結果が出たようだ。

    勝った、今、確かに！　竹本草子の勝ち！

    佐伯君に、「君が出世するのは嬉しいけど、離れ離れになって、私は淋しいとか、言えないのかよ」と、愚痴らせた事例が、まさにそう！

    　

    とは、いえ……。

    冷静にこの案件を検証してみると、今回の人事異動には、別の思惑が隠れているような気もする。

    もしかしたら私から佐伯君を引き離すための、ご両親の策略？

    悪い方には考えたくないけど、十分にあり得る話だ。

    そして、もしそれが本当なら、私としてはかなり辛い。

    だって二人の未来の構図が、描けないことを意味するから。

    私はちょっとだけ、沈鬱になった。

    そして思わず、

    「淋しいよ、それは」

    と珍しく本音を口走ってしまったのだ。

    「え？」

    「だから淋しいの、離れちゃうのは」

    し、しまった……。

    感傷に浸り、思わずこのキーワードを吐いてしまった。

    あ～、そのまま口の中へと押し戻したいよぉ。

    ついうっかりと、年上女の魅力の演出方法を忘れるところだった。

    情けない……。

    センチメンタルは、最大の敵だ！

    　

    「よし、いい子だ、草子さん」

    「な、何が？」

    佐伯君は急に、箸でつまんで頬張りそうになった肉じゃがのじゃがいも、皿の中へと戻した。

    「嬉しいよ、その言葉が聞けて」

    「……え、そ、そう？　何のことだか……」

    こっちは、超恥ずかしい。

    だって、酸いも甘いも知り尽くした三十一にもなって、まるでウブな女子高生のようなこと、言っちゃったんだもん……。

    「いつもそんなふうに素直でいてくれると、ラクなんだけど、俺も」

    「う、うん……」

    年下イケメン佐伯君は、ますます調子に乗っている。

    「本当は俺だって、淋しいよ。草子さんと離れるのは」

    と、カレは意味ありげに、バンッと箸をテーブルに置くと、熱っぽい眼差しを私に向けた。

    まさか、まだお食事中なのに、もうムラムラ盛り上がってきちゃった？

    「わ、わかったから、早く食べてよ。冷めちゃうよ。どうする？　ご飯、おかわりする？」

    と、私は焦って、母親のような小言を連打した。

    「するよ、草子さんをおかわり」

    「……は？」

    佐伯君は、突然テーブル越しに私の腕を掴んだ。

    中腰になって立ち上がったかと思うと、まだ口をもぐもぐしていた私の口をキスで塞ぐ。

    「んんっ……、さ、佐伯、く、ん……」

    いきなり舌が滑り込んできて、中をかき回す。

    未だ飲み込めないご飯と肉じゃがを、なんと佐伯君が私の口腔内でミキシングしているではないか。

    グロい、エグい、汚い……。

    こんな変態なキス、あり得ないし。

    と、次の瞬間、それらの残飯をズズーッとカレが吸い上げた。

    す、すごい……。

    カレの溢れるほどの愛情が感じられ、嬉しいといえば嬉しいのだけど……。

    しかし、いくら私が佐伯君を死ぬほど好きでも、死んでもこれだけはできない。

    自他を識別する衛生本能が許さないのだ。

    　

    私の口の中の物を全部食べちゃったカレは、今度は隣にやってきて、また熱いキスを再開させる。

    後ろの髪を撫でていたカレの手は、肩に降りて行き、脇の下に滑り込んだかと思うと、その位置から背中を優しく這い回る。

    そして前に戻ってきて、ゆっくりと私の大きなおっぱいを持ち上げるようにむにゅりと揉み始めた。

    「あ、ふぅんっ……」

    服の上からだけど、久々だからか、やけに感じる。

    カレの長い指が、弾力ある乳房に気持ちよさそうに沈み、ツンツンと中心を弾いた。

    「あんっ……ダメぇっ」

    「何がダメ？　気持ちいいくせに」

    「いじわる……」

    私たち二人のエッチなテンションは、おそらく同時に上昇していた。

    「食事中だけど、ベッド、行く？」

    ほら、きた、やっぱり。

    「まあ、いいけど……」

    「じゃあ、ご飯はあとで」

    「ん……」

    と。

    私は『したい！』などという直接法は使わずに、敢えていつも、奥ゆかしい演技をご披露する。

    いよいよだ、久しぶりぃ。

    こんなにローテーションが悪かったのは、初めてだ。

    女にも男性と同じように性欲があると、最近はよく叫ばれているが、私も全く同感である。

    その証拠に、まだいじられてない下半身が、すでにモゾモゾと疼き始めていた。

    　

    カレは突然私を、お姫様だっこした。

    逞たくましい男の腕に包まれて、フワリッと体が宙に浮く。

    しばらくぶりの期待感がピークに達し、私の頬はもう上気しているはず。

    佐伯君はこのお局を優しくベッドに横たえると、ジャケットを脱いで、広い肩幅にかかるネクタイを左右にグイグイと揺らしながら緩めた。

    実は私は、カレのこの動作がとても好きだ。

    今から女を襲おうとする、オスの闘争本能が伝わってくる。

    佐伯君はネクタイを取り去り、自らのシャツのボタンを片手で外しながら、待ちきれないように私の体に覆いかぶさった。

    ああ、幸せ♪

    年下のイケメンを夢中にさせてる、自分が憎らしい。

    　

    佐伯君はキスで、くちゅくちゅと私の唇とその中を弄びながら、その悪戯なその手を私が室内着にしていたルーズなワンピースの裾から差し入れた。

    膝、内腿を這いながらワンピースが捲れ、じわじわと私の両脚が露わになっていく。

    そしてその手は、大好きなおっぱい付近にはお越しにならず、突然股間にグイッと忍び込んだ。

    えっ？　いきなり、そっち？

    カレも久々で、余裕がないのだろうか……。

    女の内腿にサンドイッチされた指が、もぞもぞと狭くていやらしい空間を動き回る。

    そして、チロンッ……。

    ついに指はショーツの上から、三角地帯の中心にある敏感な割れ目に触れた。

    「あぅんっ……」

    「草子さん、もう濡らしてる」

    「うそよ」

    「本当だって」

    と、面白そうにカレの指がグリグリと、薄い布の上から中に向かって突入しようとする。

    「あーあ、ショーツがびしょ濡れになっちゃった」

    「だって、佐伯君が……」

    「こんなにお漏らしして、悪い子だ。お兄さんが下着、取り換えてあげよう」

    と、それをはぎ取ろうとする。

    「誰がお兄さんよ」

    「ここにいるだろ、素敵なお兄さん」

    　

    スルスルとショーツを簡単に脱がせた佐伯君は、ソコをジロジロ見ながら、両手をお尻の下にスポリと入れた。

    「今日は特別に、お尻のマッサージ、モミモミ」

    あーん、そんなくだらないマッサージはいいから、とっとと早く中心に触れてよぉ！

    お預けをくらい、それが余計にゾクゾクさせるのか……。

    私はもじもじと、知らずに股間をこすり合わせていた。

    「草子さん、そんなにマッサージが気持ちいいの？　エッチな汁が中からどんどん流れてきてるよ」

    と、からかうように言われる。

    「ね、俺にどうしてほしい？」

    「別に」

    「中に水分補給しないと、干からびちゃうよ」

    「え？」

    最近思うのだが、佐伯君はエッチの最中に時々、いやらしいオヤジギャクを口にする。

    男って、みんなこんなもの？

    貴公子のようなカレでも？

    イメージ、崩れ過ぎだよ。

    「早く、言えよ。俺だって我慢の限界」

    「うん」

    「ん？」

    「じゃあ、お願いします、水分補給……」

    「しょーがないな」

    そしてようやく、佐伯君が自分のズボンのベルトに手をかけたとき……。

    　

    チリンチリン、チリンチリン……。

    悪魔のように、カレの携帯が鳴った。お気に入りの、黒電話の音だ。

    「ちょっと、ごめん……」

    えっ？　出るの!?

    私をこんな状態にしておいて？

    カレは本当に、携帯に出てしまった。

    「もしもし？　うん……えっ!?　……もしかして今、家に来てるの？　わ、わかった。すぐに帰る」

    話し終えた佐伯君は、血相を変えたように携帯を切った。

    「どうかした？」

    「ごめん、草子さん。今日は帰らなきゃ」

    「えっ？　何か、あったの？」

    「ちょっと」

    「もしかして、良くないこと？」

    「今度、話すよ」

    佐伯君は具体的には何も述べず、若干、いや、かなり慌てた様子で、脱いだばかりの衣服を集めた。

    途中まで気持ち良くさせておいて、いいところでやめるなんて、反則だよ……。

    と、言いたかったけど、雰囲気から察するに、どうもそんなジョークを飛ばしている場合ではないようだ。

    私は疼き始めた自分の体を恨めしく思いながら、下着もつけないまま、立ち上がった。

    しかしこんなにバタバタと、いったい何があったというんだろうか。

    訊きたい、知りたい、探りたいよぉぉぉ！

    　

    でもグッと我慢した年上の私は、いつものように優雅さを失うことなく、玄関まで佐伯君を見送りに出た。

    そして靴を履くカレに、今日は絶対に話そうと思ってたことを口にした。

    「再来週日曜日、近くの河川敷で花火大会があるんだけど、一緒に行かない？」

    「再来週？」

    私はずーっと前から、彼氏ができたら絶対に、この花火大会に二人で行ってみたかったのだ。

    毎年周りのアツアツカップルに当てられながら、ひとり淋しく観賞してきたから。

    そして今年はやっと、十年来の念願が叶いそうで、リベンジできる。

    佐伯君と二人で、真っ暗な闇に幻想的に映る花火を眺めたら、どれほどロマンチックだろうか。

    想像しただけで、かなり悶える。

    この日に備え、実は内緒で乙女チックな花柄のゆかたも買い揃えていたりした。

    「どうしても佐伯君と一緒に見たいのよ」

    「今、返事しなきゃダメ？」

    「え……」

    私がまるであり得ない我がままでも言ったかのように、カレはちょっとイラついていた。

    「そういうわけじゃないけど……」

    「まだ予定、わかんないよ」

    「少しだけでいいの、何とか時間、空けてよ」

    「じゃ……」

    と、完全に返答を無視し、佐伯君は出て行った。

    おいおい、「じゃ」って、何よ。

    いくら急いでいるからと言って、返事になってないじゃないのよ！

    ったく、頭にくる……。

    　

    ポツリと玄関に佇む、惨めなノーパン女、竹本草子。

    どこかの悲劇のヒロインに、マジで抜擢されそうだよ。

    　

    　

    で、こんなことがあった翌日だったから、尖がった女の出現が妙に引っかかった。

    そして何者と質問した私に、その美女は衝撃的な答えを発表した。

    「私、亮介がボストンに留学してたとき、付き合ってた元カノです」

    「あ……ボストンの、元、カノ……？」

    そういえば確か、佐伯君は大学を卒業した後の二年間、アメリカの大学に留学していた。

    いつぞや聞いた流暢なカレの英語に、その輝かしい経歴がマッチし、またホレ直してしまったのを鮮明に記憶している。

    「そういえば、佐伯君、留学してました、よね」

    「そんなことも知らなかったの？」

    イチイチ、ムカつく女だ。

    「あの、それはわかりましたけど……どうして私がカレと別れなくちゃならないんです？」

    「もちろん理由があるからよ」

    「理由？」

    「どちらにしても良かったわ、竹本さんが大したランクの女じゃなくて」

    「はい？」

    「この程度なら亮介も、未練もなく別れられそう」

    「ちょっと、失礼じゃ……」

    もしやこの女、私に喧嘩、売りにきた？

    元カノだからって、どうだっていうのよ。

    こっちは、正真正銘の現カノだっつうの！

    この女の人相から、絶対に自分とは打ち解けられないタイプだと思ったけど、予想的中だ！

    「あの、申し訳ありませんけど……わざわざそんなことを言うために、私を待ち伏せしてたんですか？　元カノがなんだって言うんです？　佐伯くんだって、健康な普通の男子ですよ。昔に彼女がいたって当たり前だし、逆にいない方がキモいっていうか」

    「……」

    「そんなこと、全く不思議ではないし、私たちの間には何の障害にもなりません。くだらないこというなら、帰ってください！」

    いいぞ、草子、その調子だぃ！

    こういう天狗女には、本人のためにも、その鼻をポキリを折ってやる必要がある。

    「あら、随分、強気ね。もしかして亮介のバックボーンを知って、白馬に乗った王子様でもつかまえた気になっちゃった？」

    「は？」

    負けるな、草子！

    「佐伯君が白馬に乗ってようが、自転車に乗ってようが。私にはたった一人の、大切なカレであることに違いはないんです。過去のあなたになぜそこまで……」

    「それが残念ながら、おおありで」

    「？」

    「私、元カノというだけでなくて……」

    「はい」

    「亮介の子供の、母親なの」

    「こ、子供……？　……え、ええぇーーーっ!?」

    瞬間、目から火花が飛び散りそうなぐらいに驚いた。

    「は、母親!?　つ、つまり佐伯君に隠し子がいるってことですか!?」

    「ええ、今年で四歳になるの」

    今、確かに、地球がクラクラと回っている。

    どうも脳内に、酸素が送り込まれてないようだ。

    「でも、亮介の名誉のためにひとつだけ言っておきますけど」

    「……」

    「彼も昨日まで知らなかったのよ、自分の息子の存在」

    「ということは男の子なんです、か？　そのお子さん」

    「ええ」

    そんなこと、どっちでもいいのに、何をお尋ねしてるんだ、私は……。

    もっと肝心なこと、訊かなくちゃ！

    「あ、で、でも……どうして、今頃になって、彼にそれを告げるんです？」

    　その尖がった女は大きなため息をついた。

    「ねぇ、ここで長話するのもなんだから、場所、替えません？　私、足がだるくなってきちゃった」

    「え、あ……そ、そうですね」

    なぜか急に、人生のリーチをかけられ、弱気になっている自分がここにいる。

    私たちは彼女の提案通りに、近くにある喫茶店に向かった。

    　

    　

    オフィスから一番近いその場所は、社内の人も時々利用していた。

    けど、アフターファイブだとおそらく誰もいないはず。

    私はそれを見越して、その尖った佐伯君の元カノを連れて行った。

    だって、社長の甥っ子、専務の息子の隠し子騒動ですよ。

    そんなビッグなスキャンダル、絶対に私以外の誰にも知られてはいけない。

    慎重に店内を探索し、私と元カノは隅の方の小さなテーブルの席に腰を下ろし、おそらく人生で一番苦いコーヒーを注文した。

    　

    これを修羅場と言わずに、なんとする？

    これからこの人に、どんな必殺技をかけられるかと思うと訳もなく緊張した。

    もう膝なんて、さっきからガクガクと笑ってるし。

    この前の、佐伯君の女性問題疑惑の時とはまた違って、何かとてもリアルだ。

    ホラー映画にも引けを取らないこれほど恐怖を、私は最近、味わったことがない……。

    　

    で、その女性はさっそく本題に入った。

    「さっき話したように、亮介が子供のことを知らなかったのは本当よ。妊娠したのがわかったのは、些細なことで彼と別れた後だったから。そしてもちろん、産んだのは亮介が日本に戻った後だったし」

    「でもどうして言わなかったんです？　その、妊娠がわかったときに」

    コーヒーが運ばれてきた。

    その人は一口飲んで、こう言った。

    「私、それからすぐに結婚したのよ、アメリカ人男性と」

    「は、はい？」

    ややや、これまたビックリ！

    この尖った元カノは、思った以上にアメリカンな人だ。

    「彼はもちろん、自分の子供のように、息子を愛してくれたわ」

    「はあ」

    「でも、結局上手くいかなくて」

    「もしかして、離婚しちゃったんですか？」

    「そう」

    「……」

    「だからこの際、亮介と元の鞘に収まるのが一番だと思ったの。子供の父親でもある訳だし」

    「でもそんなの……今さら調子が良すぎませんか？　佐伯君には佐伯君の人生があるんだし。振り回されるカレの身になると、可哀想過ぎます」

    「あら、自分の子供が地球上のどこかにいるのに、それを知らないで暮らしていることの方が、余程不幸じゃなくって？」

    「まあ、そういう見方も……」

    「竹本さんこそ、自分のことしか考えてないのね」

    おっと、そうくるか？

    じゃあ、こっちだって、もう黙っちゃいられないんだから。

    「あの、それなら……百歩譲って、佐伯君が子供の存在を認めたとしても。どうして私と別れる必要があるんです？　認知するだけで十分じゃないですか」

    「あなたって、冷たい人ね、竹本さん」

    「はい？」

    「本当の両親が二人とも揃っているのよ。しかも私と亮介は、お互い嫌いになって別れたわけでもないんだし。息子のためには、私たちが元の鞘に収まるのが、一番自然だと思うだけど」

    「え……？」

    その人が使った『自然』ということが、妙に説得力を発揮して私に襲いかかった。

    「少なくても彼のご両親は、そのようにお考えだけど」

    「……って、もしかしてもう、佐伯君のご両親に会ったんですか？」

    「当然でしょ、息子にとっては、血のつながったおじいちゃんとおばあちゃんなんですもの」

    「でも、それじゃあ、佐伯君の気持ちが置いてきぼりに……」

    やっぱり私の、第一印象を判別する能力は、ズバリ的中していた。

    これほど自己中な女、今までお目にかかったことはない。

    よりによって、こんな人に佐伯君を奪われるなんて。

    それじゃあ、カレの幸せはどうなんの？

    「それに元々、別れたいって言ったのはこっちからだったの。ボストンで亮介は私にぞっこんだったから、嫌だって言って泣いてすがったわ」

    ……？

    佐伯君の性格から分析すると、そのような絵柄はなかなか浮かばない……。

    月日が流れ、カレのキャラは変化したのだろうか。

    「だからヨリを戻したいって言えば、彼だってきっと喜んでくれるはずよ」

    「でも、今付き合っているのは、私なんです！」

    「本当に愛したのは、私だけだわ！」

    うわぁ～、これじゃあ、人生に悩みなど、ないでしょうに。

    羨ましい……。

    っていうか、さっきからこの人、なんで私にタメ口なの？

    自分が本妻で、こっちが愛人とでも思ってんの!?

    　

    「確かに、あなたと佐伯君の間には、子供がいるかもしれませんが」

    「いるのよ」

    「じゃあ、いると思いますが」

    「……」

    「ご両親がどうおっしゃろうと、現在のカレがあなたを受け入れるとは思えません」

    「は？」

    「それに私は、カレ本人の口から、まだ何も聞いてませんし」

    「それはそうでしょ、昨日知ったばかりだし。あなたに告げるとすれば別れ話のはずだから、どう切り出すべきか、考えてるのよ」

    なるほど、それも一理ある……。

    って、感心してる場合ではない。

    「あの、それで……佐伯君は昨日、息子さんと会ったんですか？」

    「いいえ、今回はアメリカに置いてきたの。まずは私だけで、話をしに」

    「そう、ですか……」

    そしてその人は、私を上から下まで吟味した。

    「失礼だけど竹本さん」

    「はい」

    「私には亮介がなぜ、あなたと付き合っているのか、全く理解できないの。何か彼の弱みでも握ってるの？」

    「は？」

    「間違っても亮介のタイプではないはずだし。それはご両親も同感だと思うわ」

    ガーン！

    当たらずとも遠からずってのは、こういうこと……？

    というより、言われなくても私が誰よりもわかっていたりする。

    「それじゃあ、もし、私が佐伯君のタイプで、カレが私を選んだら？」

    「あり得ないわ」

    「……私が育てます、佐伯君の子供」

    な、何言ってんの、草子？

    「えっ？　ってことは、あなた、亮介と結婚でもするつもり？　プロポーズをされたの？」

    「いいえ……」

    「変な人」

    その女は、大声でいつまでもカラカラと笑っていた。

    これほどバカにされるとは、みじめ……。

    いつの時代も、母は強しだよね。

    先に産んだ人が、結局勝ちなのかも……。

    　

    家に戻ってからも、私は悶々と考えていた。

    昨日の、エッチの最中の電話はご両親からで、その時あの女は佐伯家に直談判しに行ってたんだ。

    あれから、佐伯君からの連絡はない。

    今日も得意先への直行直帰と、オフィスのホワイトボードに書かれていたけど、きっと嘘だ。

    今頃佐伯家にみんなが集まり、対策会議でもやっているのだろうか。

    自分の息子と孫が突然現れたら、どんな気持ちだろうか。

    やっぱり、会いたいと思うよね。

    幸せにしてあげたいと考えて当然だよね。

    責任感の強い佐伯君は、今でも独身という自由な身な訳なんだし……。

    けど、カレでもミスることがあるのには、驚いた。

    あれほど妊娠には、慎重だったくせに……。

    子供が４歳ということは、エッチしたのは５年前？

    ということは、パパは二十四歳。

    確かに性欲が、ギンギンに満ちている頃だ。

    もしかしたら余裕がなかったのかもしれない、今のようには。

    若気の至りという言葉もあるし。

    　

    すぐに佐伯君に電話で、事情を確かめたい気持ちでいっぱいだったけど……。

    反面、その事実をカレから直に聞くのが恐ろしかった。

    それに今は、佐伯君自身が誰よりも動揺し、一番戸惑っているに違いないのだから。

    きっとご両親からも、過去を責められて辛いはず。

    せめて私だけはカレの見方でいてあげたいし、困らせたくない。

    佐伯君が真実を話してくれるまで、待ってみよう。

    「ねぇ、ミー子、どうしたらいい？」

    　こんなとき、話し相手になってくれるのは、愛猫のミー子だけ。

    　仕方ない、今日はヤケ酒でも飲んで、眠れそうにないけど寝てみようか。

    　頑張れ、草子、ファイト！

    　

    　

    と、昨日は、地の果てまで沈みに沈み……。

    ん……、頭、痛い……。

    確か、ビールに焼酎、日本酒まで。

    家にあったアルコールを、残らず体内に注ぎ込んだ記憶が……。

    そっか、床でそのまま、ベロベロになって眠っちゃったんだ。

    初夏とはいえ、タオルケットの一枚も掛けずに長時間、横になってしまったせいか、何だか喉が痛い。

    この頭痛、もしかしたら二日酔いだけじゃないかも。

    私はごそごそと、引出しから体温計を出し、念のために計ってみた。

    えっ？　三十八・二度!?

    風邪、引いちゃったんだ……。

    　いつもなら解熱剤を飲み、何としてでも皆勤のお局の座を温めるために、会社へと向かうのだが……。

    今日は本当に力がでなかった。

    病欠だとしても、誰も私のことなど気にもとめないだろうし。

    えいっ、休んじゃえっ！

    どうせ有給も、溜まりに溜まってることだし。

    まだ佐伯君の顔を見る勇気も、実はない……。

    　

    会社に電話すると、いつも私の斜め前に座っている、男性社員だけには受けのいい後輩ＯＬが出た。

    「大丈夫ですかあ、竹本さん。無理しないでくださいね」

    と、言葉だけは心配しているようだったが、ずいぶん嬉しそうな声だ。

    急な仕事もないし、こういう時には私が休むのも、皆様へのポランティア活動の一環になって、いいのかもしれない。

    今日はミー子と水入らず、熱にうなされながら過ごすとするか……。

    私は、冷蔵庫にあったヨーグルトを食べた。

    空腹を回避してから、解熱剤を飲むためだ。

    そしてパジャマに着替えて、ベッドへともぐりこんだ。

    　

    　

    どれくらい、眠ったのだろうか……。

    ゆっくりと重たい瞼を開けると、時計の針は６時を指している。

    朝の６時なのか、それとも夕方の６時なのか。

    それすらも判断つかない。

    何だか異次元にワープしてきたような、そんな不思議な感覚だった。

    とにかく頭痛と熱っぽさで、頭がボーッとしていた。

    喉が渇いたので水を飲み、トイレに行って、もう一度熱を計ったら、三十七度前半まで下がっている。

    良かった。

    女の一人暮らしで何が一番不自由かというと、やはりそれは自分が病気になったときだ。

    看病してくれる人がいるわけでもなく、ひとりで耐え抜かねばならない。

    治療法は、ただひたすら、寝ること……。

    　

    そういえば今朝、ミー子に餌をあげてなかったかも。

    自分のことで精一杯で、すっかりと忘れていた。

    見ると、彼女はこちらに切ない視線を向けている。

    もしかしてこの子は、病気の私に気を遣い、黙って空腹を我慢していたのかもしれない。

    その猫の優しい気持ちに、思わず涙が出そうになった。

    「おお、ミー子、ごめん。お腹空いたでしょ？」

    私は飼い主としての最低限度の責任を果たすべく、重い体にムチ打って、猫缶の入った冷蔵庫を開け、ミー子のお皿に入れた。

    そのとき、玄関のチャイムが鳴る。

    ピンポーン！

    誰だろう、こんな時間に……。

    私はキッチンの床にミー子のお皿を置き、

    「はーい」

    と玄関まで出ていった。

    　

    ドア穴から外を覗いてみると、佐伯君が立っている。

    「あ……」

    　なぜか、固まる。

    　どうして来たのだろうか。

    　珍しく会社を休んだ私を、心配してくれた？

    　それとも弱り切っているこの年上女に、もしや最後の死刑宣告をしにきたのか？

    　とりあえず、私はドアを開けた。

    「草子さん？　風邪、引いたのか？」

    そこには、一応心配そうな顔をした佐伯君がいる。

    手には、果物やら、レトルト食品やら、お菓子やら、アイスやらが入った、スーパーの袋を抱えている。

    「どう、したの？」

    佐伯君は質問には答えず、強引に中へと入り込み、パジャマ姿にノーメイク、髪の毛がぐしゃぐしゃの私を突然抱きしめた。

    「え？」

    「熱いな……本当に病気だったんだ」

    「う、うん……」

    私を包む男性コロンの香りが、妙に懐かしい。

    すると佐伯君はこのお局の頭を、その大きな手でヨシヨシと撫でたかと思うと、

    「色々買物して来たんだ。何か食べたのか？」

    と、持参品をダイニングテーブルの上に並べていった。

    「お粥もあるから、どう？　確かこれは、レンジでチンすればできるって……」

    と、レトルトの裏に書いてある作り方を読み始めた。

    「今はいいよ」

    「食欲ないの？」

    「うん」

    「熱は？　何度くらい？」

    「もう下がった」

    数秒前に、抱きしめられたときの感動はすっかりと消え、私はなぜか、つっけんどんな態度を取った。

    このお局の気力のすべて奪い取った、佐伯君隠し子発覚事件……。

    忘れようにも、無理というものだ。

    「ホントに？　まだ熱かったのに」

    佐伯君は、そんな変化に気付いているのかいないのか、微熱が残る私のおでこに、大きな手のひらを乗せた。

    　

    そんなに優しい目で、こっちを見ないでよ。

    弱っている心身がカレの温かさに触れて、最後のプライドが崩れそうになる……。

    私は思わず零れ落ちそうな涙を隠すように、ベッドにもぐりこんでタオルケットを頭からかけていた。

    そして、

    「有難う。大丈夫だから、もう帰って！」

    と、カレを背にして言った。

    「もしかして、草子さん……？」

    佐伯君が、ベッドの方に近づいてくる気配がする。

    「俺が留学してたときの彼女に、会った？」

    足音が止まった。

    　

    佐伯君も言わば被害者だ。

    突然自分の息子がこの世の中にいると知り、どれほど驚き、戸惑ったことだろうか。

    私一人ぐらいは責めることなく、カレの心のうちをわかってあげたいと思っていた、けど……。

    もう、限界。

    こっちだって、相当辛いのだ。

    おまけに風邪まで引いて、熱まであるし。

    私はタオルケットを翻ひるがえすようにガバッと起き上がり、佐伯君に向かって叫んでいた。

    「そうよ、会ったわよ、佐伯君の元カノに！　子供の母親に！」

    ここまで孤独に戦ってきた分、私は爆発したようにぶちまけていた。

    「ごめん、そうとは知らずに。だから熱、出たんだ」

    「そうじゃない、けど……」

    佐伯君はベッドに座って泣く私を、側に来て強く抱きしめた。

    　

    佐伯君の話から、やはり一昨日、エッチの最中に受けた電話は私の予想通りだった。

    あの尖がった女が佐伯邸に乗り込み、子供のことをご両親に暴露したらしい。

    困惑したご両親はすぐに帰るよう、カレに連絡をしてきたのだ。

    　

    佐伯君は病気の私が足を投げ出して座っているベッドサイドに腰かけ、肩を抱きながら説明を始めた。

    「昔、アメリカに留学してたとき、付き合ってたんだ、彼女と」

    「うん」

    「で、些細なことで喧嘩別れして。俺はそれからすぐに日本に戻ったんだけど……まさか妊娠してたとは。気をつけてはいたんだけど」

    「……そういうこともあるよ」

    私はその、『気をつけていた』というリアルな言葉から、ふと、カレとあの女性とがエッチをしている光景を想像した。

    佐伯君があの人と体を重ね合わせ、カレの唇が彼女の素肌を這う。そしてアソコを吸って、舐めて。

    あの人の中に佐伯君が入り、擦れあい、絶頂に達して射精……。

    急に息苦しくなってきた。

    もちろん佐伯君が、童貞でないことはわかっていたけど。

    子供までいると聞かされると、どうしても二人のセックスシーンを思い描いてしまう。

    とっても生々しく……。

    いくら年上だとはいえ、私も女。

    もう、全然余裕なんかなくて、嫉妬に狂いそうだ。

    　

    しかし私は、自分に冷静になれと言い聞かせた。

    「じゃあ、認知するんだ、やっぱり」

    「もし俺の子だったら、責任は取らなきゃ」

    「うん。でもそうなったら……当然、私たちは」

    「別れるってこと？」

    「でしょ？」

    「それはあり得ないよ、絶対に。子供には申し訳ないけど、彼女とヨリを戻すつもりはない。別のカタチで責任を取るよ」

    「佐伯君……」

    私は小さな感動に浸っていた。

    「で、俺が父親になって、もし子供を引き取ることになったら……草子さんがその、母親になってくれる？」

    「え、それって……」

    プロポーズなの？

    って、訊き返したかったけどやめた。

    具体的な言葉にするには、事が大き過ぎる。

    他人が産んだ子供の母親になるなんて、そんなに簡単なことじゃない。

    「考えてみる、これから色々と」

    「うん、考えてみて……」

    とりあえずカレは、私の答えに満足したようだった。

    　

    「それで来週だけど……会社休んで、アメリカに行ってくるよ」

    「え？」

    ついに自分の息子と対面するんだ。

    どんな気持ちなんだろう。

    きっとカレは複雑に違いないけど、こっちはもっと複雑だ。

    「彼女が嘘をついてるとは思えないけど、時間も経ってるし。一応ＤＮＡ親子鑑定をして、確かめた方がいいってことになったんだ。全ての意味で納得できるから、俺も両親も」

    「うん……」

    「会社には仕事がらみの出張ってことにする」

    「そう」

    「向こうから連絡するよ、どんな結果になっても。だから、待ってて」

    「わかった……」

    佐伯君は、大きく息を吐いた。

    「良かった。話したら草子さん、別れるっていうかと……」

    「ごめん」

    「ん？」

    「佐伯君が一番大変なときなのに、我がまま言って。それがわかってるのに、さっきは大きな声出して」

    カレが私の髪に唇を付ける。

    「……マジ、ヤバい」

    「え？」

    「俺、ますます草子さんにハマりそうだ」

    耳の側で囁かれ、妙にドキドキする。

    「ね、具合はどう？　キスしてもいい？」

    「ダメよ、佐伯君に風邪、移しちゃうよ」

    「それなら好都合、風邪を吸い取って罪滅ぼしだ」

    カレは私の前に顔を回り込ませると、熱を持っているであろう唇にチュッと触れた。

    「乾燥してる」

    「熱が出たから、脱水気味なのかも」

    「もしかして、まだ完全に下がってないの？」

    「朝に比べたら、全然まし」

    「じゃあ、水分を補給しなくちゃ……」

    佐伯君は、乾いた私の唇を自分の舌と唾液で舐めて潤すと、隙間から口腔内へと進出してくる。

    クチュ、クチュ……。

    「どうしよう」

    「何が？」

    「こんなことしてたら、エッチしたくなりそうだ」

    「それは……」

    「だよな。じゃあ、おっぱいだけ」

    カレは唇を重ねたまま、座ったままかけていたタオルケットの中に、もぞもぞと手を突っ込んだ。

    パジャマの上から、私の大きな膨らみがまさぐられる。

    「あんっ……」

    まだ熱があるせいか、ふんわりと夢心地で気持ちいい。

    私はそのとき、アメリカに来週行くなら、再来週に行われる花火大会には間に合うはずだと思った。

    「ん？」

    「別に……」

    　

    カレの指は、スルリとバジャマの中にもぐり込んだ。

    家ではブラをつけていないスリップだけの私の乳房を、むにゅむにゅと優しく揉みしだく。

    「あっ……い、んっ……」

    ツルリとしたナイロン素材が敏感な乳首に擦れ、じわじわとした快感が襲ってくる。

    私が甘く悶えると、佐伯君は指の腹でコリンとした突起をクリッとつまんだ。

    「や、ダメぇ……」

    体調の悪さとは関係なく、じんわりと下半身まで濡らしていく。

    「ね、先っちょ、ちょっとだけ吸ってもいい？」

    「え？　う、うん……」

    佐伯君は自分の顔をタオルケットの中にもぐらせたかと思うと、両手でパジャマとスリップを捲りあげて、大きな乳房の中心にしゃぶりついた。

    すでにツンと固くなった乳首を、ネトネトの舌で楽しそうに転がしている。

    「やんっ……」

    そしてチューッと吸い上げた。

    女の奥が、キュンとするように疼きが走る。

    「あんっ……」

    熱もあって、頭痛もして、体もだるいけど。

    こんなに途中まで気持ち良くされたら、やっぱりたまらない。

    しちゃっても、大丈夫かな。

    ううん、したい……。

    「ねえ」

    「ん？」

    佐伯君がタオルケットの中から顔を出す。

    「いいよ、別に」

    「何が？」

    「しても。ずいぶん良くなったし。この前もパスしちゃったから……」

    「え？　いいよ、草子さん病気なのに。今日はここまでで我慢するよ」

    「そう？」

    と、かなり盛り上がってきていた私の体から、佐伯君は離れた。

    実は奥がすでにゾクゾクと悶え、ショーツの中がさっきから湿り始めている。

    でもきっと、カレはカレで、私のことを気遣っているんだよね……。

    なら私も我慢して、早く風邪を治さなきゃ……。

    　

    それから佐伯君は、不器用な手つきでレトルトのお粥を温めてくれ、私に食べさせた。

    心配して泊まろうかというカレを引きとめたかったけど、私は勇気を出して帰すことにした。

    これが竹本草子の、愛し方だから……。

    そしてやっぱり、優しくて頼りになるカレが、本当に大好き……。

    　

    　

    その翌週、佐伯君は元カノと一緒に、アメリカにいる子供に会いに行った。

    別々に行って向こうで落ち合えばいいのに、なぜ同じ飛行機で行くのか……。

    それは私を、少しだけ不安にした。

    焼けぽっくりに火がつくってこと、ないよね。

    完全にヤキモチ、焼いてる……。

    　

    　

    しかし佐伯君が旅立ってから一週間……。

    カレからの連絡をひたすら待っていたが、それはいっこうに届かなかった。

    そして小さな不安が、日を重ねるごとに雪だるま式に膨らみ、さらに大きな憂鬱となって到来している。

    私は大いに、疑心暗鬼になっていた。

    もしかして、実際に自分の子供と対面してみると、可愛くて手放したくなくて、あの人とヨリを戻したくなったとか……？

    それは十分にあり得る。

    イケメンだからという理由で、軽薄キャラにも見られがちな佐伯君だけど。

    実は、人一倍責任感が強くて、とても情にもろい。

    今頃、一緒のベッドの中にいたりして……？

    そんなことを想像すると、おかしくなりそうだ。

    　

    そして約束の一週間が過ぎ、二週間になろう頃には……。

    私は考えることに、疲れ果てていた。

    カレはもう、戻ってこないかもしれないという想定が渦巻いている。

    そして、そういったことを無意味に思い描くことに、私は気力を使い過ぎていた。

    　

    　

    今年はどうしても、佐伯君と一緒に行きたかった花火大会の日……。

    結局カレの帰国は間に合わなかった。

    別れるにしても、せめて思い出に見たかったよ、二人で。大きな大きな河川敷の花火……。

    あの女のセリフじゃないけど、お互い嫌いになった訳じゃなく、どうしようもない事情で別れるんだから。

    悲劇のヒロイン竹本草子の、最後の頼みも聞き届けてもらえないなんて、神様って本当にいるのだろうか。

    とにかく佐伯君が、憎らしかった。

    　

    私はこの日のために用意していた浴衣を、せっかくだから着ることにした。

    結構高かったのだ。

    ネット通販だと安くて、購入するのは簡単だったけど、以前、喜んで注文したニットワンピースが写真とは違い、ガックリきた経験があった。

    電話して返品するのも面倒だし、そんな文句をいう勇気もない。

    だから結局、なんだかんだで着る気も失せて、そのままタンスの肥やしとなっている。

    いや、肥やしならまだしも……。

    長いＯＬ生活でいつしか増えた衣類を、貧乏性なゆえに処分できずにそのまま保管し、それでなくても少ない収納と戦っているのに。

    そこに、この着ることのないニットワンピースを引き受けるわけで……。

    今度から何かを買うときは、『よ～く考えよう！』というのが、私の教訓として残った。

    だから今回の浴衣購入に関しては、店頭でじっくりと選ぼうと心に決めていた。

    で、実行に移したのだが……これが意外と見つからない。

    結局たどり着いたのが、デパートで。

    そしてデパートはやっぱり、高かった……。

    ケチケチお局ＯＬ竹本草子がこの浴衣を購入するのには、清水の舞台から飛び降りる覚悟が必要だった。

    それでも決断したのだ。

    佐伯君のために。

    色っぽい浴衣姿の自分を演出して、カレに見せたかった。

    そして、夜空に広がる幻想的な花火の光が、自然な立体感を作りだし、このお局のどこにでもある顔が美人に見えるという予定。

    で、二人のラブラブ度もさらにアップして……。

    しかし……。

    大量の財を投じ、帯を締める練習までし、緻密な計画を立てたにもかかわらず……。

    全部、水の泡と消えてしまった。

    こんなの、あまりに悔し過ぎて淋し過ぎるから。

    佐伯君がいなくても一人で浴衣を着て、花火大会に行くことにしたのだ。

    　

    　

    いつも会場は、近くの河川敷。

    普段はのんびりとしているこの場所も、この日ばかりはたくさんの人が集まってくる。

    少しだけど縁日の屋台も出る。

    草の香りのする風が、微かに鼻こうをくすぐる。

    私は着付けた浴衣に下駄を履いて、花火が始まるまでの間、一人でブラブラと歩き回った。

    すると、

    「もしかして、竹本さん？」

    ふと見ると、行きつけのコンビニでバイトをしてるお兄さんがいた。確か、「安岡」というネームプレートを付けていた、はず。

    彼はにこやかに話しかけてきた。

    「わあ、奇遇ですね、こんなところで」

    「安岡さん？　でした？」

    「そうです」

    ちなみに、なぜこの安岡さんが、私の名前まで知っているかというと……。

    何度か宅急便を出していることに加え、以前、万引きをしそうになった中学生を、私が捕まえたという過去があったからだ。

    「もしかして、お一人ですか？」

    「ええ、まあ」

    「今日は浴衣なんですね、何だか色っぽいなぁ」

    この人に言われても仕方ないとは思うけど、別に悪い気はしない。

    「僕も一人なんですよ」

    「そうなの？」

    「花火とか、縁日とか。そういった夏の風物詩が好きで。将来は画家志望で美大に通ってるんですけど、こういう情緒あるものを題材にしてるんです」

    「へーぇ、そうなんだ」

    「そうだ、良かったら一緒に見ませんか？　花火」

    浴衣を着ていたお蔭で、声をかけられたのかもしれないけど。

    若い男の子が一匹、なぜか釣れた。

    男の痛みは男で癒せというが、一人でいるより少しはマシかもしれない……。

    大学生だと、対象相手としては、さすがにちょっと若すぎるけどね。

    「そう、だね。いいわよ、一緒に見ましょう、せっかくだし」

    「じゃあ、縁日をちょっと回ってから、特別に花火の絶景ポイントにご案内しますよ」

    「そんなのがあるの？」

    「はい」

    若い男特有の、イキイキとした活気というか、勢いというか……。

    希望に燃えている安岡さんが、眩しいくらいだ。

    ドロドログテグテの気分を改善するために、少しだけ新鮮なパワーをいただくとするか。

    彼と縁日を巡りながら、さほど面白くもない話を交わし、なぜか安岡さんのテンションは上がっていく。

    私は相槌を打つだけだったけど、何となく楽になり、慰められている気もした。

    　

    そろそろ花火を打ち始める時間が迫ったため、安岡さんが例のポイントに案内すると言い出した。

    彼に連れられ、河川敷沿いの細い道を暗い方へと歩いていく。

    「まだ、行くの？」

    「周りが暗い方が、花火がキレイに見えるんですよ」

    「そっか」

    私は何の疑いを持つこともなく、彼に歩調を合わせてついて行った。

    　

    「ここです」

    「えっ、ここ？」

    周りは暗く、長く伸びた雑草が生い茂っている。

    しかも人が誰もいない。

    花火の見物客の喧騒はここまでは届かず、どちらかというとひっそりとしていた。

    「静かでいい場所でしょ？　ここならどんなに大きな声を出しても、向こうには聞こえないよ」

    「え？　どういう意味？」

    「どういう意味も何も……」

    その瞬間、安岡さんが私に飛びついてきた。

    「キャッ」

    なぜか突然、彼が狼に変貌している。

    「ど、どうしたの？　何するのよ！」

    「そっちだって、その気なんだろ？　こんな人けのない真っ暗な所までついて来て。やりたいんだろ？」

    「や、やりたい!?」

    安岡君は浴衣の上から、私のお尻をギュッと掴んだ。

    「何言ってるのよ、違うわよ！　ちょっと、やめて！　勘違いだってばぁ」

    「嘘、つけ。男をあさりに来たって、ちゃんと顔に描いてあるじゃねぇか」

    彼は私に抱きついたまま、お尻にあった手を前に回し、浴衣の前開きから部分から太腿に手を入れようとした。

    「やめて！　助けて！　誰か！」

    　

    「おいっ、お前！　何やってんだ！」

    安岡さんは突然の邪魔者に、驚いたように手を止めた。

    「……佐伯、君……？」

    「彼女から離れろ！　さもないと警察に突き出すぞ！」

    「何だよ、お前は。今、お楽しみ中なんだ」

    「俺？　俺はこの人の恋人だよ」

    佐伯君は、安岡さんの肩グッと引っ張った。

    「て、いうか、この女が誘ったんだよ」

    「何てこというのよ！　将来をしっかり夢見ている、健全な若者だと思ったのに、がっかりだわ」

    頭にきた私も、応戦した。

    すると、

    「バカヤロー！」

    　と、安岡さんは大声で叫ぶと、全速力で逃げて行った。

    「おい、待て！」

    佐伯君は途中まで追いかけたが、戻ってくる。

    私はその場にペタリと座り込んだ。

    「何やってんだよ、草子さん。俺がいない間に」

    「どうして、ここに……？」

    「向こうで見かけて。知らない男と二人でこっちに歩いて来たから、心配になって付けてきたんだ」

    「そう」

    「っていうか、正気かよ。だいたいこんな暗い方に、のこのことついてくるなんて。油断し過ぎにもほどがあるだろ。何かあってからだと、遅いんだぞ。ったく、バカなんだから……」

    その瞬間、私はキレた。

    キレたというより、この二週間溜まりに溜まったストレスが噴火したのだ。

    「何よ、大袈裟おおげさなんだから」

    「はあ？」

    「向きになって叱りつけて、彼が可哀想でしょ？」

    「可哀想って、あいつ、草子さんに乱暴しようとしてたんだぞ」

    「あの子、安岡さんっていって、コンビニでバイトしてる前途有望な美大生なのよ。ちょっと勘違いしちゃっただけで……」

    私はすっくりと立ち上がると、浴衣の裾をパタパタと叩いて、来た道を歩き出した。

    「って、自分の言ってること、わかってんのか？　だいたい、助けて！　って叫んだのは草子さんだろ」

    「そうだっけ？」

    私は背筋を伸ばし、勇敢に進んだ。

    「ったく、信じられないよ」

    「信じられないのは、こっちの方です」

    「……もしかして、連絡しなかったの、怒ってる？」

    「別に」

    「実は携帯、家に忘れて行ってさ。草子さんの番号もアドレスもわかんなかったんだ。会社にも何度かかけたけど、いつも他の人がでて……」

    「……」

    「だから、今日成田に着いて、帰ってすぐに電話したら、全然でないから。それで心配になって……」

    そういえば私も、部屋に携帯を……。

    「で、思い出したんだ。今日が花火大会だってこと」

    私は足を止め、振り返った。

    「じゃあどうして、日本に戻るのがこんなに遅くなったの？　私は佐伯君がてっきり元カノと……」

    「違ったんだ」

    「え？」

    「ＤＮＡ鑑定してみたら、俺の子供じゃなかった」

    「えーっっ……！」

    私は逆の意味で強い衝撃を受け、立ち尽くした。

    あの元カノの言いぐさからは、絶対に佐伯君の子供に間違いない様子だったのに。

    ホッとし過ぎて、全身から力が抜けていく。

    「じゃあ、誰の子供？」

    「どうも彼女、別の日本人男性とも付き合っていたらしくて」

    「……それなら、佐伯君の子供だと断言しなくても……」

    やっぱり、アメリカンな人だった。

    「おそらく、淋しかったんだと思うよ、彼女も。離婚したばかりで。誰かに慰めてほしかったんだ」

    って、ものわかり、良すぎない？

    私がこの間、どんな気持ちだったか……。

    「だから、俺が父親じゃなくて、彼女は彼女なりにショックを受けていたようだ」

    「……」

    「それと検査結果が出るまでの間、彼女の子供と過ごしていたから」

    「えっ？　一緒に？」

    「だから、変に情が移ったというか。彼女がしっかりするまで、二人の側にいてやりたかったんだ」

    「それならずーっと、側にいれば良かったじゃない！」

    私は、嫌味たっぷりに言った。

    「なんというか……ごめん」

    「ひどいよ、佐伯君。私の気持ちとか、考えたことある？　連絡を待ってる間、色んな悪いこと考えて過ぎて、どれだけ苦しかったか。どれほど淋しかったか」

    「うん」

    「本当だよ」

    「ごめん、草子さん……」

    その瞬間私は、カレの大きな胸に、すっぽりと抱きしめられていた。

    草の匂いに混じり、いつものカレのコロンの香りがする。

    じんわりとしたそのぬくもり包まれて、私の怒りは不思議と静まっていった。

    　

    その時……。

    ヒュ～ッ、バン、バン！　ヒュ～ッ！

    　一斉にたくさんの花火が打ちあがり、真っ暗な空一面に輝く花を咲かせた。

    「あ……」

    「良かった、花火だけには間に合ったようだ」

    私は美しい夜空を仰いだ。

    「うわっ、キレイ……」

    「浴衣を着た草子さんの方が、百倍キレイかも」

    「……」

    ご機嫌を取るための、カレのお世辞だとは読めていたけど、やっぱり嬉しい。

    「この浴衣で佐伯君と見たかったんだ、花火」

    「俺も嬉しいよ」

    　そして佐伯君は草むらの中に、ちょうど一人が腰かけられる大きさな石を見つけた。

    「せっかくだから、あそこに座って見ようよ」

    「えっ？　う、うん……」

    周りには背の高い草が生い茂っている。

    佐伯君はその石の上に自分が座ると、私の手を引っ張った。

    そして、二人が正面を向き、カレが自分の膝の上に、チョコンと私を抱きかかえるように座っている。

    「こんな体勢で見るの？」

    「いいじゃん」

    「でも、くっつき過ぎて、見えないんじゃない？」

    「そんなことはないよ」

    ヒュ～、バン、バン！

    シュ～、パチパチパチ！

    「実はさっきからその浴衣姿に、ムラムラしてたんだ」

    「え……？」

    そういうと佐伯君は、いきなり私の首筋にぶちゅりとキスをした。

    「ダメだよ、花火終わっちゃう。ちゃんと見ようよ」

    「じゃあ、いい。草子さんは見てて。我慢できるなら」

    「は？」

    するといきなり、カレの指が私のふくろはぎに伸びた。

    クルクルと円を描くように撫でられると、くすぐったい。

    「もぉ、くすぐったいよ」

    佐伯君の手は、浴衣の裾を綻ほころばせたと思うと、むっちりとした私の内腿を上へと這っていく。

    「ダメだよ、こんなところで」

    「ずっと草子さんがほしくて耐えてたのに、浴衣なんか着てくるから悪いんだ」

    「何よ、それ」

    「ね、草子さんは？　俺がほしくない？」

    「え？」

    その瞬間、カレの指先が私のショーツの上から、敏感な割れ目をつるんと触った。

    「あぅんっ……」

    「何だ、もう濡らしてる」

    「嘘よ」

    「ホント」

    そして佐伯君は、三本の長い指を女の秘所に当てて、スリスリと前後に動かした。

    「ほら、どんどん湿っていくよ。こんなにびしょ濡れにして、いけない子だ、草子さんは。罰として、中も点検だな」

    「ちょっと」

    そしてカレは悪びれることもなく、浴衣を捲り上げ、指をウエストからその薄い布の中に差し入れた。

    女のアソコに、その長い指が直に触れる。

    「あ、あんっ……い、いや……」

    「嘘つけ、感じてるくせに」

    「違うよ」

    「俺を疑った分、罪滅ぼしだ」

    そういうと佐伯君は、気持ち良くなるまでソコをクリクリと弄ったかと思うと、素早く私の小さなショーツを下ろしてしまった。

    「え？　ホントにこんなところでするの？　もし誰か来たら……？」

    「大丈夫だよ。俺も爆発寸前だから、すぐ終わる。ね、ちょっとだけ」

    「えーっ……」

    私が躊躇している間に、カレは自分のズボンとトランクスを下へとずらし、ギンギンになっている男のソレを取り出した。

    「嘘、でしょ……？」

    そして息をハアハアとしながら、その先を私の敏感な入り口に、ツンツンとつけた。

    「このまま腰、下ろしてよ、草子さん」

    「え？　う、うん……」

    と、カレが耳元で熱く囁いた。

    初めての野外セックス？　しかもバックスタイルというわけだけど。

    佐伯君にこんな趣味があるとは、思わなかった。

    私的には完全に、インドア派かと……。

    もしや、お色気たっぷりな年上女の浴衣姿に、思わず欲情してしまったとか……？

    　

    私が沈み込もうと思っていたら、佐伯君は待ちきれなかったのか。

    私の腰をグッと自分の方に引いた。

    「んっ、あっ、う……」

    と、良さそうな声を出しながら、中へと入ってくる。

    「ああぁんっ……」

    下半身が変な感じに疼いている。

    久々の男性の侵入に、私も思わず吐息を漏らした。

    奥までが痺れるようで、気がつくとカレをギューッと締め付けていた。

    「いいよ、草子さん。すごく、いい……」

    そういうと佐伯君は、私を上に座らせたまま、バックからズボズボと突いた。

    「あんっ……あ、いい……感じ、る……」

    私の反応に興奮したのか、カレは下半身の動きを止めることなく、その両手を浴衣の両脇下にある隙間から忍ばせた。

    そして浴衣の下に付けていた私のブラの中に、グイッと両サイドから手を差し込んだかと思うと、むにゅむにゅと大きなおっぱいを直に揉みしだく。

    上はむにゅむにゅ、下はズボズボ……。

    誰かに見られているかもしれないという野外での行為が、妙に不思議な興奮へと誘う。

    女の中は熱く、ドロドロに溶け、私は一気に昇りつめた。

    「あんっ、ダメ、もうイク。イキそう……」

    「俺も……うっ、あぁぁ……」

    私が絶頂を体感したとき、佐伯君も気持ちよさそうに呻き、遠慮なく中へと吐き出した。

    「ごめん、部屋まで待てなくて」

    「でも、たまにはいいよね、外でこういうのも」

    「だろ？　でも……」

    気がつくとせっかくデパートでゲットした高級浴衣が、カレと私の二人の愛液で犯されている。

    「嘘……」

    「これは、失礼……」

    　

    初めてのアウトドアエッチは、それなりに刺激的だった。

    機会があれば、もしかしたら私はまた、せがんでしまうかも。

    性に目覚めたそんな自分が、時々怖い……。

    　

    　

    佐伯君の隠し子騒動も一件落着し、私にはまた平穏な毎日がやってきた。

    こんなことが起きると、ご両親へのご挨拶が延び延びになっている事実も忘れ、意外にも幸せを実感できるものだ。

    カレが側にいてくれるだけで。

    　

    もうすぐ海外事業部へ移動になるけど、同じ日本の同じ会社だから、全然近いし。

    そして今後は、二人の未来のため、決してめげないつもりだ。

    だって私は、いささか長い間ＯＬとして君臨している、お局の竹本草子だから。

    佐伯君と私、今回の事件で、また深く繋がった気がする。

    　

    　

    （おわり）
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